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論文内容の要旨
本研究は，ペリレン環を側鎖に有する新規非共役系導電性高分子の開発と機能材料への応用を目指し
て，新規高分子であるポリ (3 ービニルペリレン)およびポリ (3 ーペリレニルメチルメタクリラート)
を合成し，合成した高分子の電気化学的ドーピングを行い，ドープした高分子の構造と電気的性質を明
らかにするとともに，合成した高分子の二次電池正極材料への応用を検討した。
第一章では，これまでほとんど研究例のない，ペリレン環を側鎖に有する高分子として，次の 2 種類
の新規高分子，ポリ (3 -ピニルペリレン)およびポリ (3 ーペリレニルメチルメタクリラート)を合
成し，得られた高分子のキャラクタリゼーションを行なった。
第二章では，新しい種類の導電性高分子の開発を目指して， 3 ピニルペリレンの電解重合，ポリ
(3 -ピニルペリレン)の電気化学的ドーピング，およびポリ (3 ーペリレニルメチルメタクリラート)
のヨウ素蒸気による化学的ドーピングを行い ペリレン環を側鎖に有する新規非共役系導電性高分子を
合成した。 3 ーピニルペリレンの電解酸化重合およびポリ (3 ーピニルペリレン)の陽極酸化に基づく
電気化学的ドーピングによって得られる高分子は，支持電解質のアニオン部 (CI04 -)をドーパントと
するペリレン環の部分酸化されたラジカルカチオン塩であり，一部架橋構造を含むことを明らかにした。
得られた高分子は，ドーピング率 65-85 %で， 10 ・ 5 -10-4 S cm- 1 の室温電導度を示し，非共役系導電性
高分子の中では比較的高いドーピング率と電導度を示すことを明らかにした。
第三章では，放電電圧の平坦性に優れるとともに，高い電流密度での充放電が可能な大容量のリチウ
ム二次電池の開発を目指して，ポリ (3 -ビニルペリレン)およびポリ (3 ーペリレニルメチルメタク
リラート)を正極，リチウムを負極に用いる二次電池を作製し，その充放電特性について検討した。ポ
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リ (3 -ビニルペリレン)ーグラファイト複合電極を用いる二次電池は， 0.8mA cm- 2 の電流密度にお
いても良好な放電電圧の平坦性と 90% 以上の高いクーロン効率，良好な繰り返し安定性を示し，ポリ
(3 -ビニルペリレン)が二次電池用電極材料として機能することを明らかにした。
論文審査の結果の要旨
導電性高分子は，新しい機能材料として興味がもたれ，基礎，応用の両面から活発に研究されているO
これまで主に全π共役系導電d性高分子に関して研究が行われており，非共役系導電性高分子に関する研
究はほとんどなされていなかった。非共役系高分子は，物質の多様性，安定性，易加工性，光導電性，
標準酸化還元電位がドーピング率に依存しないという特徴をもっており，光・電子機能材料として興味
がもたれるO
本論文は，新しい導電性高分子の合成と物性解明および，機能材料への応用を目的として，ペリレン
環を側鎖に有する新規非共役系高分子の合成とドーピングによる導電性高分子への変換を行ない， ドー
プした高分子の構造と電気的性質を明らかにするとともに，合成した高分子の二次電池正極材料への応
用を検討した結果をまとめたものであり その結果を要約すると次のとおりであるO
(1) これまでほとんど研究例のない，ペリレン環を側鎖に有する 2 種類の新規高分子の合成に成功して
いる。
(2) 3- ビニルペリレンの電解重合ポリ (3 ービニルペリレン)の電気化学的ドーピングおよびポリ
(3 -ペリレニルメチルメタクリラート)のヨウ素蒸気による化学的ドーピングによって，ペリレン
環を側鎖に有する新規非共役系導電性高分子を合成できることを見いだしている。 3- ビニルペリレ
ンの電解酸化重合およびポリ (3 -ビニルペリレン)の陽極酸化に基づく電気化学的ドーピングによっ
て得られる高分子は支持電解質のアニオン部 (CI04 -)をドーノf ントとするペリレン環の部分酸化
されたラジカルカチオン塩であり 一部架橋構造を含むこと，また， 10-5 -10-4 S cm- 1 の室温電導度
(ドーピング率 : 65-85 %)を示し これまでに検討した非共役系導電高分子の中で比較的高い電導
度とドーピング率を示すことを明らかにしている O
(3) ポリ (3 -ビニルペリレン)ーグラファイト複合電極を用いる二次電池は， 0.8 mA cm- 2 の電流密
度においても良好な放電電圧の平坦性と 90% 以上の高いクーロン効率ならびに良好な繰り返し安定
性を示し，ポリ (3 -ピニルペリレン)が二次電池用電極材料として期待がもてることを明らかにし
ている。
以上のように，本論文はペリレン環を側鎖に有する新規高分子の合成に成功するとともに，それらを
電気化学的および化学的にドープすることによって導電性高分子に変換できることを見いだしているO
また，得られた高分子の構造，電子物性およびこれらを用いるリチウム二次電池の特性を明らかにして
おり，基礎，応用の両面から高分子化学，有機材料化学の発展に寄与するところが大きし1。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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